
 

「２学期を迎えるにあたり」 

～「五十にして天命を知る」（孔子）～ 

 

校 長  森角 由希子 

今年の夏は、パリオリンピック、パラリンピック（８月２８日開会）、夏の高校野球と、スポ

ーツの祭典に湧き、一方では、昨年以上の猛暑や台風、南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注

意）等の自然の猛威から、防災への意識もさらに高まった夏でもありました。   

さて、私が大宮西中学校に着任してから、地域の行事等で出会う皆様や、本校へ勤務した経

験のある先生から、本校の歴史について語っていただくことがあります。そのような話に触れ

るたびに、熱い「大宮西中愛」を感じます。ただ単に「学校がそこにある」のではなく、多く

の皆様の並々ならぬ思いがあるのだということを、改めて実感する次第です。 

 

[大宮西中学校 沿革抜粋] 

昭和５０年 ４月 １日 大宮市立西中学校 創立（三橋中学校内） 

      ８月２１日 新校舎落成 

      ８月２６日 三橋中学校より移転 

昭和５１年 ２月 ９日 校歌制定（作詞 白鳥朝詠 作曲 市川昭介） 

２月１５日 体育館落成 

      ３月 ３日 大宮西中学校落成開校式典 

      ５月 １日 校旗制定（ＰＴＡ総会にて受領式挙行） 

 

昭和５０年４月１日から８月２５日の間は、三橋中学校の４階を全部お借りして、授業をし

ていたとのことです。8月26日の新校舎への引っ越しでは、保護者、地域の皆様も総出でお

手伝いいただき、井戸から汲んだ冷たい水やおにぎり、スイカやアイスクリームを配ってくだ

さったそうです。沿革には記されていませんが、９月６日には、三橋中学校の生徒とのお別れ

の式をとり行い、涙ながらに別れを惜しんだとのことです。 

また、もともと本校の敷地は農林省（当時）畜産場の跡地で、クワガタやカブトムシがたく

さんいた緑豊かな雑木林だったそうです。その自然の面影を残すかのように、当時のPTA会

長さんを中心に、時にはダンプカーを借りて桜の木を運び、若木等約四千本もの植樹がされた

そうです。記念誌には、「お年寄りがお弁当をもって、校舎ができる様子を毎日見に来て、この

地区に学校ができることをとても喜んでおられたようです。」と記録が残っていました。 

それぞれの時代に在校していた生徒や先生方の努力、保護者や地域の

皆様の支援により、大宮西中学校が、地域から愛される学校として成長

してきました。このことに感謝するとともに、在校生の皆さんには、こ

れから先の５０年へとつなげていくための役割（天命・使命）を自覚し、

充実した学校生活を送ってほしいと強く願っています。 

 大宮西中学校は創立５０周年を迎えます 

～つないできた 愛 これからもずっと～ 
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